
【教員免許状取得のための麻疹に関する届出の流れ】

   A／麻疹ワクチン接種歴
   （1歳以上で接種）が2回以上あり
      接種記録がある
    はい      いいえ

 B／麻疹ワクチン接種歴
  （1歳以上で接種）が1回あり
   接種記録がある

  外部医療機関で
  ワクチン追加接種（1回）

 結果:十分な免疫あり（+）
 EIA法-IgG:16.0以上
 PA法:256倍以上
 NT法:8倍以上

 C／過去に麻疹に罹患し
  麻疹ワクチン接種歴がない
  または接種歴があっても接種記録がない

【麻疹抗体価検査受検】
外部医療機関にて採血検査

 結果:十分な免疫なし(±）～（+）
 EIA法-IgG:2.0以上16.0未満
 PA法:16倍,32倍,64倍,128倍
 NT法:4倍

外部医療機関から診断書を入手
（資格課程事務室に相談）

外部医療機関で
ワクチン接種（2回）

【注意事項】
 ◆麻疹ワクチンの接種間隔は少なくとも１か月以上空けてください。
  他のワクチン接種との間隔等については、医師の指示に従ってください。
 ◆妊娠出産年齢の女性は、あらかじめ約１か月間避妊した後に接種し、ワクチン接種後約２か月
  は 妊娠しないように注意することが大切です。
 ◆ワクチン不適当者（当ワクチン成分にアレルギーを有する者、妊娠中もしくは妊娠の可能性が
  ある者、それ以外の不適当な状態にある者）は、資格課程事務室へ相談してください。原則と
  して、医療機関からその旨記載された「診断書」を入手し提出していただくこととなります。

       ※参考文献 医療関係者のためのワクチンガイドライン第5版 日本環境感染学会 2026年1月

書類を揃えて提出

  【提出書類】
   麻疹抗体価検査結果データ

チェックスタート
書類を揃えて提出

【提出書類】
 ワクチン接種（1歳以上）歴2回を証する書類（下記1～3のいずれかの書類）
  1.母子手帳2回のデータ（A 該当者） 
  2.母子手帳1回のコピーとワクチン接種証明書1回のデータ（B 該当者）
  3.ワクチン接種証明書2回のデータ（E 該当者）

 D／（A～Cに該当しない場合で）
  麻疹ワクチンの接種不適当者である

 Ｅ／外部医療機関で
   ワクチン接種（2回）

 結果:十分な免疫なし(-)
 EIA法-IgG:2.0未満
 PA法:16倍未満
 NT法:4倍未満

書類を揃えて提出

【提出書類】
①麻疹抗体価検査結果データ
②ワクチン接種証明書（2回または1回）データ
 医師からの指示により接種回数が1回の場合、
 余白に「医師の判断で1回接種」と記述

外部医療機関でワクチン接種
（回数は受診先医師の指示に従う）

【提出書類について】
 ★ワクチン接種歴を証する書類（母子手帳・ワクチン接種証明書）・麻疹抗体価検査結果等
  の提出書類は、PDFまたは写真データ（JPEG・GIF等、HEIC形式は不可）を指定された
  Oh-o!Meijiグループトピックに提出してください。
 ★ワクチン接種証明書・抗体価検査結果の原本は、実習先から提示を求められることがある
  ため、保管しておいてください。

【麻疹ワクチンについて】
 麻疹ワクチンとは次のいずれかを指します。
 M（麻疹単独）ワクチン／MR（麻疹・風疹混合）ワクチン／MMR（麻疹・風疹・流行性耳下腺炎混合）ワクチン

いいえ

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい



予防接種記録のページに麻疹ワクチンの接種証明があるか確認し、データで提出してください。

接種の証明に必要な表記は以下の通り

・麻しんワクチン（M） ※　MR／麻しん・風しんの混合接種

 麻疹ワクチン ・MRワクチン ※　MMR／おたふく・麻しん・風しんの混合接種

・MMRワクチン ※　「はしか・風しんの混合接種」という表記でも可

※　母子健康手帳の様式は、自治体により異なります

　を１歳以上で接種した証明箇所２回分

・予防接種記録のページに、麻疹ワクチンを２回分接種した記録があるか確認

・接種日の年齢が１歳以上であることを確認

・記録箇所がわかるようにデータ化

（例）2002年（平成14年）11月1日生まれの学生の母子健康手帳（予防接種記録のページ）

❶「August.8.2003　麻しん（はしか）」 １回目接種⇒１歳未満のため無効

❷「16.1.5　麻しん（はしか）ワクチン」 ２回目接種⇒１歳のため有効

❸「20.8.1　MRワクチン２期」 ３回目接種⇒５歳のため有効

麻疹ワクチンの接種歴を母子手帳で証明する場合


